



























































































































































































































4 　1927年 5 月に「新幹会」の姉妹団体として結成された女性運動団体で、キリスト教系女性運
動と社会主義女性運動の統一を標榜した。
5　朴花城の東京滞在については、拙稿「朴花城の東京留学時代」（『県立新潟女子短期大学研究
紀要』45、2008）参照。
6　朴花城「下水道工事」、『東光』1932.5。
7 　朴花城「故郷のない人々」、『新東亜』1936.1。
8 　朴花城「プルガサリ」、『新家庭』1936.1。
9 　朴花城「かぼちゃ」、『女性』1937.9。
10　徐正子「朴花城の解放後の小説と歴史意識」、『現代小説研究』24、2004、p.52。
11　朴花城『吹雪の銀河』、『朴花城文学全集』第14巻、プルン思想社、2004、p.283。
12　「第 5 回素影朴花城文学フェスティバル」（2011.10.22-23）は、「朴花城文学と大衆叙事」を
テーマに開催された。
13　朴花城『峠を越えれば』、『韓国日報』1955.8-1956.4。
14　徐正子、前掲論文、p.66。
15　朴花城『崖に咲く花』、『連合新聞』1957.10-1958.5。
16　徐正子、前掲論文、p.64。
17　金福順「1950年代の朴花城の小説に表れた大衆性の再編とジェンダー」、『第 5回素影朴花城
文学フェスティバル論文集』、朴花城研究会、p.12。
18　朴花城『崖に咲く花』、『朴花城文学全集』（前掲）第 5巻、p.404。
19　金福順、前掲論文、p.12。
20　同上、p.17。
21　李奉範「1950年代の新聞ジャーナリズムと文学」、『泮橋語文研究』29、2010、p.263。
22　同上、pp.270-271。
23　同上、p.264。
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24　同上、pp.266-267。
25　同上、p.285。朴花城『吹雪の銀河』（前掲）、p.298。
26　李奉範、前掲論文、p.283。
27　朴花城『明日の太陽』、『京郷新聞』1958.6-12。
28　朴花城『明日の太陽』、『朴花城文学全集』（前掲）第 6巻、p.54。
29　朴花城「『明日の太陽』を終えて」、上掲書、p.419。
30　朴花城『明日の太陽』、上掲書、p.141。
31　同上、p.318。
32　例えば、『峠を越えれば』では光州学生事件を主導した人物が、一方では妻以外の女性に心
を寄せ、さらに他の女性との間に子供をもうけるという、独立運動家の功績を貶めるような設
定になっている。
33　金福順、前掲論文、p.13。
34　三枝勝壽「八・一五以後における親日派問題－解放後の朝鮮文学－」、『朝鮮学報』118、
1985、p.77。
35　朴花城、「『明日の太陽』を終えて」（前掲）、p.420。
36　朴花城『明日の太陽』（前掲）、p.60。
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